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１．概要（Summary） 

細胞の生存環境（力学的・化学的環境）をコントロール

し、その際の細胞の応答挙動を観察・評価することは細胞

の生物学的特性を解明できるだけでなく、iPS 細胞の分

化制御や組織形成、病気発生機序の解明など様々な分

野の発展につながる。本研究では、特に細胞の力学環境

をコントロールし、その際の細胞応答をリアルタイムで観

察・評価することが可能なデバイスを構築することを目的

とする。本デバイスの実現のため、北九州学術研究都市

の共同研究開発センターの設備を利用してフォトマスクを

製作し、利用者の保有設備であるスピンコータやマスクア

ライナを用いて微細加工を行い、目的のデバイスの製作

と製作したデバイスを用いた評価実験を行った。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・電子ビーム描画装置 

・超純水製造装置 

・ドラフトチャンバー（塩ビ）（SUS）（ケミカルプロセス室） 

【実験方法】 

北九州学術研究都市の共同研究開発センターにて、

電子ビーム描画装置等を用いてフォトマスクを製作した。

その後、利用者の所属機関にて、利用者の保有設備であ

るスピンコータやマスクアライナ、ドラフトチャンバーなどを

用いてフォトリソグラフィを行った。具体的には、フォトレジ

ストとして SU-8 を用い、I 線フィルタを通して露光した後

に現像を行い、細胞の培養環境をコントロールするため

のデバイスの開発を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

製作したデバイス（Fig.1）に目的の細胞を播種し、デ

バイス内での培養を行った。その後、デバイスのコントロ

ールにより細胞の培養環境を変化させ、その際の細胞の

様子を検証した（Fig.2）。その結果、目的とする培養時間

の培養を達成し、刺激に対する細胞形態の変化の様子

をとらえることができた。 

 

  

Fig. 1 Fabricated 

microdevice. 

Fig. 2 Cultured cells in 

the fabricated 

microdevice. 
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